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自
殺
を
選
ば
な
い
世
代
を
作
る

　自殺防止の活動を続けてきた中で、幼少期から高校卒業するまでの

家庭環境や教育環境、社会環境が人の社会性の成長に大きな影響を与

えることを感じてきました。この経験から、自殺に追い込まれる人を

減らすために、自殺予防として子どもたちやその親御さんへの関わり

に力を入れてきました。それは「自殺を選ばない世代を作る」という

単年で予算を計上することのできない１０年、２０年、半世紀を見据

えた今も続くヴィジョンです。今、目の前にいる子どもたちが将来大

人になった時に、社会と関わりながら、自分の力で生きていけるよう

に育て、大人になったこの子たちがさらに自分の子どもを育てるよう

になったときに、自分がしてもらったように目の前の子どもたちを育

てることを願っての活動です。

　今ではメジャーになった学童保育や夜間預かりのトワイライト事

業、子ども食堂など、２０年前から地域の子どもたちを集めて行って

きました。学習支援活動や自然体験教室にも力を入れ、子どもたちの

生きる力をはぐくむ活動は目の前の子どもたちや親御さんの必要に合

わせて広がっていきました。不登校やひきこもりにも関わりをもち、

寄り添いつつも少しずつ負荷をかけ社会との繋がりを回復させていき

ました。さらに今年５月からは、児童家庭支援センターを開所し、妊

婦さんから１８歳の年齢までの子どもと家庭 ( 親御さん ) を支援する

活動を始めています。

　そんな中、９月、１０月と児童家庭支援センターと ( 株 ) クオリティ

ソフトとの共催でおこなった講演会と対談で初心に返る時を持たせて

もらいました。人は生物として睡眠が整うと力が出てきて健全にやる

気が起こるという小児精神科医の話に、今まで関わってきた人たちが

規則正しい生活と三食のご飯で元気になって来た経験が重なりまし

た。また、臨床心理士の話では、自己肯定感は何かができるようになっ

たから身につくだけではなく、いつも受け入れられ、話を聞いてもら

うだけで、自分の存在が受け入れられることから育つのだと聞きまし

た。まさに一人一人はその存在が尊いということであり、私たちの相

談活動は、とても重要な役割を果たすことになると思わされました。

　私は今年５１歳になりました。あと何年働くことができるかなと考

えるようになりましたが、最後まで目の前の困っている人に関わり続

けられたらなあと思っています。

ਈ ؉

自殺予防 毎日 16:00 ～ 21:00 

毎月 10 日 8:00 ～翌日 8:00

藤藪 庸一
白浜レスキューネットワーク　

理事長
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子
ど
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明
る
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未
来
を

　白浜レスキューネットワークが夏休みに開いている「コペル君サマースペシャル」を訪ねた。ここ

は登録して1日100円の昼食代で通える子どもの居場所。子どもたちがスタッフと楽し気にランチ

を作り勉強し遊んでいた。15年前に地域の小学校の校長先生から「この夏休みに昼食をとれない

子が数名いる。」と相談を受け、始められたそうだ。現在は町内6つの学校で夏休み前に案内状を

配布してくれている。校長先生が心配を吐露されたのは長い間、地域に関わってこられた藤藪先生

への信頼が大きい。学校の壁を崩すほどの関係が地域ぐるみで子どもを守っていることに感動し

た。

　和歌山県内の子ども食堂はどうなのだろう。県によると「子供食堂は、単に食事を提供する場とし

てだけではなく、子供たちにとって家庭でも学校でもない第三の居場所、地域の誰もが参加できる

交流拠点として、社会的にも注目を浴びている。」と紹介され2023年8月末時点で55箇所もの子ど

も食堂が登録されている。現状はどうなのか県内の数か所を訪問しお話を聞かせていただいた。

2016年開業の田辺市「光運送」こども食堂は開設当時、某保育園の元理事の高松さん

が休みの続いている園児を迎えに行った時の出来事がきっかけとなった。「朝ごはん食

べたか？」と聞くと「前の晩、兄ちゃんの残したカップ麺の汁を飲んだ」と答えた。こんな

時代に食事も満足にとれない子がいるのかと心が痛んだ。皆と食べる温かいご飯は美

味しいはず！との思いからこの食堂を開いた。ある時、利用している子が「お母さんが大

変や！」と走って助けを求めに来た。日頃からの繋がりの大切さを感じた。食堂で学習支

援ができないかと知り合いの元教師数名に声をかけたが毎週末となると難しいと断ら

れ実現していない。親が地域の人から「あの家は子どもにただ飯食わせよる」と言われ

るのを恐れて食堂に来づらくなっているのは残念。もっと気軽に来て交流の場にしてほ

しい。

　十数年たって感じること。果たして今、私は家族や親しい人たちにも「言葉を大事に」「寄り添うこと」ができ
ているのかな？頭ごなしに言い返したりしていないかな。勉強の成果は出ているのかな。
　30代の頃、私は育った家と嫁いだ家の感覚のズレに苦しんでいました。親族の間でうまくいかないことが続き、
ある時友人に連れられて行ったある大きな集会で「話したい人は？」と求められた時に前に出ていました。思いを
全部話しきるまで先生が黙って聞いて下さり「あなたは悪くありませんよ。」と一言だけ言われました。楽になり
ました。その晴れ晴れする体験は私にとっての奇跡でした。それから人の気持ちを知りたくなってカルチャース
クールで学ぶところから今に至ります。
　今でも自信を失うこと度々です。ある時、私の声を覚えてあだ名を付けるコーラー　さんがいました。友達感覚
を求めているの？なぜ楽しそうなの？気分転換のため？そう思うと私の心に不満がおき、それが不安と心配を呼
び、「相談員には向いてないのかな」の感情が生まれてきました。知らぬ間に私はコーラーが劇的に変化すること
を求めて、手を差し伸べても救えないと思って疲れていました。
　でも自分の心が落ち着いて話の半分をじっくり聞けたら、相手の声が変わるのがわかります。途中で切り上げた
ら何の役にも立たないこともわかります。時々は他の相談員さんに愚痴や不満を聞いてもらって助けられます。言
葉は大切です。そのひと時で心が軽くなってまた頑張ろうと思っています。　(Y・K)

※2

相談員の
今感じていること

※2：コーラー (caller)とは電話をかける人、発信者の事



　温かいお気持ちに胸が熱くなる一方、様々な課題も見えてきた。しかし希望もある。子ども食堂の広がりもよく知っているコーディネー

ター の助けを借りて学校や地域ともつながりが増えれば、もっと社会全体の問題として人々に柔らかい感覚で捉えられるようになると

思う。学習支援や皆との食事、悩みごとの相談、楽しいイベント、中高生や一人住まいの高齢者も活動できる交流拠点になれば親も子も

偏見のことを忘れて来れるようになるかもしれない。そしてどんなことがあってもあなたはひとりにはならないと伝えることができるので

はないか。子ども食堂で多くの人々から愛されたこどもたちが、自分自身と人々を愛し明るい未来を切り拓いてくれたらと願う。　(広報

誌作成チーム)

※1：コーディネーターとは文部科学省が推進している「地域学校協働活動」において地域と学校をつなぐ役割を担う人。

企画、調整、運営、地域と学校の連絡調整、情報の共有、地域住民への呼びかけなどのために各市区町に配置されている。窓口は教育委員会。

※1

「カーネーション」の小上さんは2018年に岩出市に越して来て地域の人との交流を願いフードパントリーを始めた。ひとり親

を対象に食料品を提供する活動だ。その方々に楽しい思いをしてもらいたいと思ったところに，県からの提案があり子ども食

堂をやってみようと思った。「やる気になったら人は必ず集まりますよ」の通り、知人3人の協力で2021年7月、コロナ禍のた

めお弁当の配布から始めた。

　岩出市のHPを見て来るボランティアの中には中高生もいる。悩んだ時や辛い時、寂しい時に来てほしい。子どもに自分を

発揮してもらいたい。難しい社会の中で子ども食堂にまだ出会えていない人にここを活用して貰いたい。しかし学校ではチラ

シが配れず困っている子に手を差し伸べられないことや偏見から貧乏と思われるのが嫌で来られないなどの課題もある。

2023年10月にオープンした「なんきっこ食堂」の寺田さんは、子どもが大好きな栄養士さん。複雑な家庭事情を抱える子ど

もたちに何ができるか考え、地域の皆さんと協力して子ども食堂を始めた。食堂は、親子一緒でも大歓迎。なぜなら、寺田さん

自身も3児の母として育児奮闘中で、育児について一人で悩まず親同士で気軽に話せる場所を作りたい。そのような思いか

ら、本州最南端の串本で、親子でお腹もいっぱい、心もいっぱいになれる居場所づくりを目指している。

寄り添いのとき

　相談員に認定された頃は、見えないものへ共感する事が辛く、電話の呼び出し音にドキドキする日々でし
た。そんな自分が嫌になりかなり落ち込んでいました。そんな時に、先輩からの心優しい寄り添いがありまし
た。それはただそばにいて黙って聞いて貰えたことです。私は言えなかったことが言えて落ち着きました。そ
れでもう一度電話を取ろうと思えたのです。
　電話の前に座り、しっかり傾聴し寄り添い、時には沈黙の時間を待つ努力をしてみました。人には絶えず変
化が起きていると信じ、小さく消えかけているコーラーさんの持てる力が消えてしまわないようにと思う気持
ちで対応しました。
　言葉のキャッチボールができるようになった頃から、電話の向こうの相手の表情がうっすら見えるような気
がして、共感する事への恐怖もなくなり、自分自身が癒されている事を感じる場面が多くなっていました。
　コーラーさんから、あなたが優しく聞いてくれたから不思議と素直な気持ちになり色々話が出来ました。あ
なたから少し元気をもらって、生きていく希望が芽生えて、死にたい思いが少しずつ薄れていく気がすると言
われる言葉に私自身が癒されるまでになりました。自分の思いを変えてくれたいのちの電話に感謝している今
日この頃です。　(K・K)





尊い寄付をありがとうございます
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十
一
番
目
が
西
山
口
駅
。
駅
の
北
側
に
西
山
集
落
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
入
り
口
の
意
味
で
付
け
ら
れ
た
駅
名

と
の
こ
と
で
す
。
十
二
番
目
が
甘
露
寺
前
駅
。
寺
院
の
正
式

名
は
浄
土
宗
洗
心
山
甘
露
寺
。
某
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
同
じ
名
前
で
、
今
で
も
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
実
は
こ
の
西
山
口
駅
と
甘
露
寺
前
駅
は
私
に
と
っ

て
い
わ
ゆ
る
〝
未
踏
駅
〞
で
し
て
、
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が

付
か
ず
ち
ゃ
ん
と
ご
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
両
駅
と
も
近
い
う
ち
に
一
度
降

り
立
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
十
三
番
目
が
終
点
の
貴
志
駅
。
ご
存
じ
ブ
ー
ム
の

火
付
け
役
と
な
っ
た
売
店
の
飼
い
猫
た
ま
駅
長
生
誕
の
地
で

あ
り
、
た
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
駅
舎
は
今
も
健
在
で
す
。
路

線
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
貴
志
川
は
高
野
山
西
麓
を
水
源

と
し
、
か
つ
ら
ぎ
町
、
紀
美
野
町
を
西
流
し
た
後
貴
志
川
町

方
面
に
北
流
し
、
最
後
は
紀
の
川
に
合
流
し
ま
す
。
無
数
の

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
清
流
と
し
て
も
有
名
で
す
ね
。

　

貴
志
川
線
シ
リ
ー
ズ
、
三
回
に
亘
り
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
て
次
回
は
そ
の
貴
志
川
か
ら

繋
が
る
紀
の
川
の
お
話
し
。
河
口
と
な
る
紀
伊
水
道
を
起
点

に
上
流
方
面
へ
辿
り
な
が
ら
、
紀
の
川
周
辺
の
歴
史
を
探
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
元
紀
伊
国
に
由
来
す
る
神
話
や
古
代
の
歴
史
を
ご
紹
介

し
て
い
く
本
コ
ラ
ム
。
第
五
回
目
は
「
和
歌
山
電
鉄
貴
志
川

線
で
行
く
、
和
歌
山
三
社
参
り
の
旅
〜
続
編
」
で
す
。
前
二

回
で
三
社
参
り
の
終
点
伊
太
祈
曽
駅
ま
で
到
着
し
て
こ
の
シ

リ
ー
ズ
も
終
わ
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
な

の
で
貴
志
川
線
の
終
点
貴
志
駅
ま
で
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
鉄
道
旅
の
イ
メ
ー
ジ
で
各
駅
の
小
話

を
交
え
な
が
ら
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
も
う
一
話
だ
け
お
付

き
合
い
下
さ
い
。

　　

電
車
は
伊
太
祈
曽
駅
を
発
車
。
程
な
く
九
番
目
の
山
東
駅

に
到
着
で
す
。
先
に
停
車
し
た
神
前
駅
や
吉
礼
駅
も
そ
う
で

し
た
が
、
こ
の
沿
線
に
は
古
く
か
ら
の
地
名
が
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
、
紀
州
藩
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
地

誌
紀
伊
続
風
土
記
に
よ
る
と
「
名
草
郡
の
東
に
在
り
、
山
々

に
隔
て
ら
れ
て
い
る
故
に
山
東
と
名
付
け
る
」「
口
須
佐
郷
、

伊
太
祈
曽
郷
、
平
尾
郷
（
郷
＝
村
）
の
三
郷
合
わ
せ
て
山
東

荘
の
名
を
以
っ
て
統
一
す
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
山
東

の
名
前
の
由
来
と
当
時
の
領
域
の
広
さ
を
窺
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ち
な
み
に
本
書
に
は
天
正
年
間
に
起
き
た
豊
臣
秀
吉

の
紀
州
攻
め
に
よ
る
同
地
域
で
の
被
害
状
況
な
ど
も
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

続
い
て
山
東
駅
を
出
発
。
少
し
進
む
と
今
度
は
山
間
の
緩

や
か
な
上
り
坂
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
駅
間
最
長
と
な
る

二
．
二
キ
ロ
を
ゆ
っ
く
り
上
っ
た
先
に
あ
る
の
が

十
番
目
の
大
池
遊
園
駅
で
す
。
大
池
と
書
い
て

「
お
い
け
」。
紀
の
川
市
、
和
歌
山
市
と
海
南
市
の
境
目
に

は
る
か
昔
か
ら
続
く
紀
の
国

連載
コラム
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紀
　
俊
崇

和
歌
山
い
の
ち
の
電
話
協
会
監
事

(有)アーンジュコンパニョン / 石関 光朗 / (株)石橋 石橋 幸四郎 / 岩﨑 賴子 / 

宇治田 幸雄 / 岡本 由美 / (株)えにし / 川島 正明 / 紀州ファスナー工業(株） / 

北野 愛子 / 北野 敏紀 / 坂本 義浩 / 惣光寺 / 髙木 歓恒 / 髙須 斗季子 / 

田川 元康（ご蔵書） / 竹下 淳也 / 温 忍 / 林 千代子 / (株)春風会 三木 拓哉 / 

日本基督教団東梅田教会 / 福嶋 啓之 / 丸山 隆子 / 光成 美子 / 南出 裕子 / 

柳瀬 智明 / 横田 栄夫 / 吉村 文孝 / (株)ワークメイト / 匿名 

2023.7.1～2023.12.31に
ご寄付をいただいた方々
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え

 （ 五十音順 敬称略）

この度、卒業制作として和歌山いのちの電話協会のホームページを作って寄付し

て下さいました。1月末のリリースに向け丁寧な打ち合わせをしていただきました。

和歌山コンピュータビジネス専門学校

システムエンジニアコース、コンピュータグラフィックスコースの

メンバーで構成されたSE・CG合同班

西
暦
一
五
七
三
年
か
ら
一
五
九
二
年
ま
で

一
部
抜
粋
・
要
約
し
て
い
ま
す
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事 務 局

ああ しししああ ととと 2023年8月～

長年活動されているお二人が
表彰されました。

社会福祉協議会会長表彰

39期18名が現場実習に進みました。

連盟主催事務局員研修

19講座

20名

40期電話相談員養成講座　現在募集中

5
締 切

＊申込金の返却は致しません。

この活動は無償のボランティア相談員によって行われています。
活動の趣旨に賛同し、心身ともに健康で奉仕の精神を持って
積極的に参加される方、仲間になりませんか。

講 義 いのちの電話の歴史と使命
精神疾患と治療 / 発達障害について
カウンセリングとは
親子の問題とその支援
現代福祉と権利擁護
心の危機に寄り添う

ワ ー ク グループワーク / ロールプレイ

など

など

受講後11月に現場実習に進むための面接があります。

子ども食堂の特集の編集にあたり感じたことは、子どもへの支援
のみならず、親への支援も必要であるということだ。子ども食堂
を利用することへの後ろめたさ、本当に必要な人に対して支援が
行き届かないこと。支援が本当に必要なのは大人なのかもしれな
い。よく頑張ったねと抱きしめられたいのは大人の方かもしれな
い。いのちの電話は迷子の大人たちを抱きしめる場でもありたい。
誰でもいつでも戻ってきていいという隠れ家のような居場所であ
りたい。　（K・K）

社会福祉法人 和歌山いのちの電話協会

073-425-3261

〒640-8137 和歌山市吹上5-2-15

T E L

発行責任者 理事長 加藤和子

編 集 広報誌作成チーム

編集後記

11/20・11/21

12月

(26単位中20単位以上受講を要す)

(8名に達しない時は開催しない場合あり)

（予定）

活動をしながら1年後に認定審査を受けます。

2023年

073-425-3261
( 月水金 10 時～ 15 時 )

デザイン・イラスト　かとうあや

申込方法

9/16 39期養成講座
「自分を知ろう（グループエンカウンター）」
Office-Ｋ代表　木下忠恭先生

10/7 全体研修
「声を頼りに患者と向き合う
～電話相談との共通性～」
和歌浦病院副院長　生駒芳久先生

11/10

2月 新ホームページに移行

(金)10

2024年5月18日(土)～10月26日(土)

2023年（令和5年） 電話相談受信件数

8391 件

和歌山市社会福祉功労者表彰

市長表彰 11期生O・Iさん

12期生S・Iさん

11/25 全体研修「さまざまな相談に向き合う」
臨床心理士　加藤和子先生

内閣府事業
「孤独・孤立相談ダイヤル」に参加

12/29～1/3


